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漁民の森づくり
「森は海の恋人」という言葉を聞いたことがありますか？山は川を通じて海とつながっており、豊かな漁場を維持するうえで、森林から供給される河川水が重要な役割を果たしています。
このような中で、北牟婁郡紀北町紀伊長島区の三浦漁業協同組合では、平成９年から、山の森林を守り育てる取り組みを実施しています。今年度で11回目となったこの漁民の森づくり事業を紹介します。　
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ヒル除け
今回初めて知りましたが、山ビル除けに、スポーツ用のスプレーが効くことを教えて頂きました。
参加者のみなさんも、足首や首筋などにスプレーされ、会場は一時メンソールのにおいが立ちこめていました。
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植樹現場
ここが今回植樹を行う場所です。森林組合の方が、前もって今回の植樹のために木を間引いて、苗木が育ちやすい環境が整えられていました。適度に日の光が地面まで届き、所々に新しい新芽がすでに生えてきていました。
このように山仕事を行う方のおかげで、山林は守られているんですね。
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植林開始
植樹についての注意や説明が行われたあと、小学生や、今回協賛されている企業の方達総勢190名が植林をおこないました。
ケヤキ、ヤマモミジ、ブナ等を植樹しました。
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体験学習
　植樹のあと三浦小学校の生徒達は、木材アートづくりに挑戦していました。
　土台になる木に穴を開けたり、適度な大きさに木を切ったりと、普段は行わないような貴重な体験ができたものと思います。
　これらの体験を通じて、山と海に深い繋がりがあることを、みなさんに知って頂けるといいですね。
